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武蔵野プレイス 来場1,000万人になりました
平成23年に開館し、6年目を迎え

た7月8日（土）に来館者が1,000万
人になりました。
平成28年度の年間来訪者は195
万人を超え、1日平均6,000人ほど
になります。

総合体育館、陸上競技場の改修工事
9月30日（土）まで総合体育館のメインアリーナ、サブアリーナ、2階

更衣室などは工事のため利用できません。10月から3月は、陸上競技場
のトイレ、更衣室、観客席などの改修を行います。利用者の安全・安心、
利便性の向上、「観るスポーツ」の推進のため、スポーツ環境の改善を図
ります。ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いいたします。
ファミリースポーツフェア2017は、11月5日（日）武蔵野総合体育館・

陸上競技場で開催します！
問 生涯学習スポーツ課　スポーツ振興係

問 生涯学習スポーツ課　生涯学習係

開館から2年間にわたって調査・収集した米国国立公文書館所蔵の中
島飛行機武蔵製作所関連資料を中心に、当館が開催した企画展「戦争と
武蔵野」・「戦争と武蔵野Ⅱ」を踏まえた戦争関係資料の展示を行います。

ふるさと歴史館に保存されている歴史公文
書をひもとくと、市制施行周年記念行事の計
画、当日の写真、祝辞や記念品など多くの資
料に出会うことができます。歴史公文書を通
じ、当時の様子をふりかえってみましょう。

会場：第二展示室（企画展示室）・市民スペース
入場料：無料

会場：第二展示室（企画展示室）・市民スペース
入場料：無料

会場：ひと・まち・情報 創造館　武蔵野プレイス
入場料：無料10月14日（土）～ 12月28日（木）予定

7月22日（土）～ 9月28日（木）

10月21日（土）～ 11月3日（祝）予定

現在の武蔵野市のまちの姿はあ
らかじめ決められていたわけで
はありません。実現しなかった鉄
道の線路やまちづくりの計画、町
名の案がありました。本展示では、
幻で終わった武蔵野市域のまちづ
くりに関わる資料を紹介します。

右：『Damage Assessment 
Report No.195』
（米国国立公文書館原蔵/
  341-NM15-217-802）
収集した中島飛行機武蔵製作所
関連資料の一例。
米軍が作成した損害評価報告書
には鮮明な空中写真が添付され
ています。

『昭和42年　市制施行20周年市民祭典No.3』（武蔵野市歴史公文書）
「武蔵野体操」を収めたレコード。これも大切な歴史公文書の一部です。

『昭和33～ 36年度 町名整理資料』（武蔵野市歴史公文書）

上：調査を実施した
　　米国国立公文書館

入場料：無料　休館日：金・祝・年末年始・特別休館日
開館時間：午前9時30分から午後5時

問 武蔵野ふるさと歴史館

問 中央図書館

吉祥寺図書館は館内リニューアルのため、8月31日（木）をもって一時
閉館し、改修工事を行います。来年4月にリニューアルオープンいたし
ますが、9月から来年3月までの閉館期間中は下記のとおり臨時窓口を
設置しますので、ぜひご利用ください。

〜臨時窓口を開設します〜

吉祥寺図書館臨時窓口
●所在地　武蔵野市吉祥寺南町2-4-6
●開館時間
　平日：午前9時30分～午後8時
　土日祝日：午前9時30分～午後5時

●休館日
　毎週金曜日、毎月第一水曜日、年末年始

●取扱業務
　予約資料の受け取り、資料の返却
　（施設内での閲覧はできません。）
＊上記以外の業務は中央図書館か
　武蔵野プレイスをご利用ください。

＊ 現施設のブックポスト（正面入口脇）は
閉館期間中も継続して設置します。
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１面 歴史館 市制施行70周年記念の企画展等を開催！
 吉祥寺図書館　一時閉館のお知らせ
 武蔵野プレイス 来場者1000万人になりました
 総合体育館、陸上競技場の改修工事
２面・３面　特集　武蔵野市立の小・中学校を紹介します
４面 Sports for All
 高校生のいる世帯を対象に新たな修学給付金制度を創設しました
 市立小学校の「特別の教科　道徳」の教科書を採択します
 大人のための生涯学習ガイドを発行しました
 読書の動機づけ指導　50周年 など

武蔵野ふるさと歴史館では市制施行70周年を記念した企画展を開催します。
また、小中学校の夏休み期間を中心に、お子さんも楽しんでいただける企画も実施します。

市制施行70周年記念の企画展等を開催！
歴史館

企画展「中島飛行機関連資料 新規収蔵資料展（仮称）」 企画展「歴史公文書からひもとく市制施行周年行事（仮称）」

企画展「幻となった武蔵野の未来図」

吉祥寺図書館を一時閉館します

武蔵野ふるさと歴史館で武蔵野市の歴史をたどってみよう！

発行■武蔵野市教育委員会　編集■教育企画課　☎0422-60-1894　〒180-8777 武蔵野市緑町2-2-28　http://www.city.musashino.lg.jp/kurashi_guide/kyoikui/index.html
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地域とともに子どもたちの教育を考える

　境南小学校は、中央線で分断されたような
位置にあったこの地域の方々の「境南町に学
校を！」という強い願いでできた学校です。当時
の熱い思いは、防災体制の充実や本校の教育
活動への手厚い支援など、今も、変わることな
く引き継がれています。
　昨年度は、境南地域防災懇談会の協力を得
て、引き取りがあるまで学校で児童を保護する
引き取り訓練と、引き取りに来られないことを

想定した避難所宿泊訓練とを行いました。今年度は例年通り、丁目ごとに安否確
認をして、避難所に来るという防災訓練を行います。地域の方々を招いての団
らん給食等、「食育モデル校」としての取組も継続します。さらに、今年度
は小中連携教育協力校として「武蔵野市民科（仮称）」について実践
研究をしていきます。自己を高め、他者と協力し行動する資質や
能力、態度を身に付けるとともに、地域の一員としてよりよ
い地域作りに参画する資質や能力、態度を培うよう、
「自立」「協同」「社会参画」の３つの視点

で研究を進めます。

　本校の特色ある教育として、今年度力を
入れている取組は「給食後の歯みがき」です。
　本校では平成27年12月より学校歯科医と
連携し、給食後の歯みがきを実施しています。
「食後の歯みがき」という当たり前のことを学校
でも行い、正しい生活習慣を身に付けることが
できるよう声をかけています。子どもたちは水
道を譲り合いながら進んで歯みがきを行ってい
ます。

　学校歯科医の宮原先生に月１回来校してもらい、子どもたちの給食や歯みが
きの様子と歯みがき後の口内のチェックをしてもらいます。子どもたちは先を
争って先生の前で大きな口を開き、みがき残しなどを指導してもらい、上
手にみがけていることを褒めてもらっています。
　　歯をみがくことは、単にむし歯をなくすという口の中の健康
だけではなく、自分の体を健康に保つための基本的な態
度を身に付けることにつながります。今後も子ど

もたちの健康への意識を高めて
いきます。

　第一小学校では、１１月１０日（金）に行
う平成28・29年度武蔵野市研究奨励校研
究発表に向けて「自分の考えをもち、学び
合う児童の育成ー授業展開力の追究ー」を
テーマに授業研究を行っています。
　教員は、日々児童と関わりながら、授業に
ついて思いを巡らせ、悩み考え、毎日の授業
をつくりあげています。その悩みや考えを教

員同士で共有し、意見交換しながら課題を解決することで、よりよい授業がつくり
あげられると考え、この研究に取り組んでいます。
　教員が授業をどのようにプロデュースし、児童の思考や思いを授業中にど
う受け止めたり反応したりするかという「授業展開力」に視点をおき、授
業を見合ったり、効果的な日常の取組を見出したりしてきました。
　昨年度と今年度は全学年で共通して算数科の研究授業を
行っており、当日も算数科の授業を公開します。当日、

児童の姿、そして教員の姿から共に考え
ていただけたら幸いです。

　千川小学校では、全教職員が「全校担任」
の意識をもちながら、一人一人の子どもたちの
成長のために、日々教育活動に取り組んでいます。
　今年度は、武蔵野市教育課題研究開発校とし
て「考え　取り組み　振り返る　自ら学ぶ児童
の育成－体育科を中心とした単元計画の改善－」
を研究主題とし一丸となって校内研究に取り組
んでいます。
　この研究では、「やってみたい」「できるよう
になりたい」と興味・関心や意欲をもち、自ら課題を決め、試行錯誤しながら
もすすんで学習に取り組む子どもの育成を目指しています。
　体育科を中心としながら様々な教科で、子どもたちが自ら学習に取り
組むための手立てや、必要なスキルについて教員同士話し合い、実
践を重ねながら研究を深めています。公開授業・研究発表会は
１０月２７日（金）午後１時30分からです。ぜひ千川小学校
に足を運んでいただき、生き生きと取り組む子ど

もたちの姿をご覧いただけたらと
思います。

一生懸命はすてきなこと
　本校の６年生は、いつも何事に対しても
一生懸命に取り組みます。その頑張ってい
るすてきな姿を見て、５年生以下の子どもたち
も「いつかはあの６年生のようになる」という
目標をもって生活しています。子どもたちが一
生懸命に頑張る場面はたくさんありますが、中
でも10月に行われる「関前場所」は圧巻です。
校庭にある土俵の上で、１年生から６年生まで
の全員が１対１の取組を行います。
　１年に１度の大勝負。その日に向けて子どもたちは心と体を鍛えます。転ん
でもけがをしない転び方の練習にも余念がありません。勝ってもおごらず負
けても泣かず、潔く正々堂々と一生懸命に戦います。呼び出し、行事、
締め太鼓、審判等の係となった子どもも真剣です。そんな子どもた
ちの姿は、周りで見ている大人たちにも大きな感動を与えて
くれます。地域のお相撲の先生やたくさんの方々に支

えていただき、「関前場所」は今年度30回
を迎えます。

歯みがき指導を通して

考え　取り組み　振り返る　自ら学ぶ児童の育成

開校70周年を迎えて

　本校は平成28・29年度東京都道徳
教育推進拠点校、平成28・29年度武蔵
野市教育研究奨励校を受け、研究主題を
「相手を思いやり、自ら進んで実践する子
供の育成～道徳教育を通して～」と設定し、
「特別の教科　道徳」の先行実施を通した
実践的な研究を推進しています。
　授業改善のキーワードは「考え・議論
する」道徳です。葛藤場面が効果的に表

現されている資料を取り上げ、児童が心情理解にとどまることなく多様な見方・
考え方で道徳的な価値や自己の生き方について話し合えるように工夫してい
ます。昨年度の成果と課題をふまえ、今年度も道徳教育の在り方や
道徳の時間の指導方法を追究し、児童の道徳的判断力、心情、
実践意欲と態度を育ててまいります。研究発表会は平成３０年
１月２５日（木）です。どうぞご参会ください。

　本校は今年度、東京都教育委員会
から、「スーパーアクティブスクール」の
指定を受けました。これは都内中学生の
体力向上を図ることを目的に、体力向上
に関する先進的かつ具体的な取組を研究
開発して成果を広く他校に発信するという
もので、都内中学校では62校が指定され
ています。武蔵野陸上競技場に隣接し、
屋内温水プールをも擁する本校は、体育施設面の充実もさることながら、部活動を
はじめとするスポーツ活動の実績も確実に上がってきており、今後もさらなる向上を
目指す、まさに「アクティブ」な状態といえます。そして本校では、全校で取
り組む体育的行事の頂点として体育祭があります。今年度も生徒たちは
真夏のような日差しが照りつけるなか、体調管理に気をつけながら全
員一丸となって練習を行い、当日は四中の伝統を受け継いで
若い力を発揮させ、感動の演技を披露しました。これ

からもさらにアクティブかつクリエイティブな
活動を続けていきます。

　学校は生徒の可能性を開花させ、自立
した人間として他者とともによりよく生きる
力を養う場です。第五中学校は、現行の学
習指導要領に基づきながら、次期学習指導要
領の方向性を踏まえた指導の工夫と生徒への
きめ細やかな対応を図ります。重点として「主
体的・対話的で深い学び」、「特別の教科　
道徳」、「オリンピック・パラリンピック教育」、
「市民性の育成」について、本校ならではの教育活動の推進と個に応じた配慮や
指導、支援に取り組みます。また、本校は、これまで教職員の教育への情熱とチー
ム力により、生徒に知、徳、体の調和のとれた資質・能力を育むことを大
切にしてきました。今後も継続するとともに、「生きる力」の育成に向けて、
コミュニケーションと学び合いを要にした豊かな心や感性の醸成、
基礎的・基本的な知識・技能の習得を徹底した「確かな学力」
の定着と向上、落ち着いた学習環境の中での「健や

かな心と体」の育成に努めます。

　第一中学校は今年度、開校70周年を
迎えました。昭和22年に設立されましたが、
現在の地に校舎が建てられたのは開校して
４年後です。当時は戦争の爆撃の爪痕が残っ
ており、校庭には大きな穴が４つも空いてい
ました。生徒と教員は、毎朝シャベルを持っ
て学校に行き、毎日毎日地ならしをし、穴埋め、
ローラー引きを続けて、平らな運動場にした
そうです。その後、保護者や地域の方々の協力もあって、草木が植えられ、門が建て
られたそうです。当時の生徒会誌「むらさき」には「ガラス一枚、机一つ、学校の
中にあるかけらの一つ一つが諸先生及び先輩の汗と努力と苦心の結晶である事
を忘れてもらいたくない」と綴られています。
　開校して71年目という新たなスタート地点に立った今年度は、今まで
以上に、「一中生であることの誇り」を胸に、ここまでの一中を
築き上げられた諸先輩方や地域の方々に対する感謝の

気持ちを忘れずに、「ぼくらの一中」に新たな
歴史を築き上げていきます。

　今年度、第四小学校では、生活時程を
見直し、中休みを30分とっています。これは
遊びの時間を十分に確保することで、仲間と
の交流を深めたり、体力の向上を図ったりする
ことをねらいとしています。
　子どもたちは、休み時間になると全員校庭
へ出ます。学年を超えてのドッジボールや鬼
ごっこ、鉄棒等の固定遊具遊び、ビオトープ
での自然観察など、友達と一緒に休み時間を

過ごします。教員たちも外でいっしょに遊んでくれています。
　チャイムが鳴って教室へ戻ってくる子どもたちの表情を見ると、汗をいっぱ
いかいて、満足気です。遊びが充実し、学習にも集中して前向きに取り
組むことができるようになりました。

研究発表会を行います

休み時間は30分

授業展開力の追究

スーパーアクティブスクール よりよく生きる力を養う

武蔵野市には12の市立小学校、6の市立中学校があり、学校ごとに特色ある教育を行っています。
今回から３号にわたり、「今年度もっとも力を入れていること」をテーマに各学校の取組を紹介します。

各学校では、地域や児童・生徒の特徴を生かした教育活動を実施するほか、
今日的な課題に対して年間を通じて組織的に取り組んでいます。

特集 武蔵野市立の
小・中学校を紹介します！

武蔵野市立の
小・中学校を紹介します！

武蔵野市立の
小・中学校を紹介します！

境南小学校境南小学校

関前南小学校関前南小学校第二小学校第二小学校

第四小学校第四小学校

第一小学校第一小学校

第四中学校第四中学校 第五中学校第五中学校本宿小学校本宿小学校

千川小学校千川小学校

第一中学校第一中学校



No.133　平成29年 7月15日発行　きょういく武蔵野 3

地域とともに子どもたちの教育を考える

　境南小学校は、中央線で分断されたような
位置にあったこの地域の方々の「境南町に学
校を！」という強い願いでできた学校です。当時
の熱い思いは、防災体制の充実や本校の教育
活動への手厚い支援など、今も、変わることな
く引き継がれています。
　昨年度は、境南地域防災懇談会の協力を得
て、引き取りがあるまで学校で児童を保護する
引き取り訓練と、引き取りに来られないことを

想定した避難所宿泊訓練とを行いました。今年度は例年通り、丁目ごとに安否確
認をして、避難所に来るという防災訓練を行います。地域の方々を招いての団
らん給食等、「食育モデル校」としての取組も継続します。さらに、今年度
は小中連携教育協力校として「武蔵野市民科（仮称）」について実践
研究をしていきます。自己を高め、他者と協力し行動する資質や
能力、態度を身に付けるとともに、地域の一員としてよりよ
い地域作りに参画する資質や能力、態度を培うよう、
「自立」「協同」「社会参画」の３つの視点

で研究を進めます。

　本校の特色ある教育として、今年度力を
入れている取組は「給食後の歯みがき」です。
　本校では平成27年12月より学校歯科医と
連携し、給食後の歯みがきを実施しています。
「食後の歯みがき」という当たり前のことを学校
でも行い、正しい生活習慣を身に付けることが
できるよう声をかけています。子どもたちは水
道を譲り合いながら進んで歯みがきを行ってい
ます。

　学校歯科医の宮原先生に月１回来校してもらい、子どもたちの給食や歯みが
きの様子と歯みがき後の口内のチェックをしてもらいます。子どもたちは先を
争って先生の前で大きな口を開き、みがき残しなどを指導してもらい、上
手にみがけていることを褒めてもらっています。
　　歯をみがくことは、単にむし歯をなくすという口の中の健康
だけではなく、自分の体を健康に保つための基本的な態
度を身に付けることにつながります。今後も子ど

もたちの健康への意識を高めて
いきます。

　第一小学校では、１１月１０日（金）に行
う平成28・29年度武蔵野市研究奨励校研
究発表に向けて「自分の考えをもち、学び
合う児童の育成ー授業展開力の追究ー」を
テーマに授業研究を行っています。
　教員は、日々児童と関わりながら、授業に
ついて思いを巡らせ、悩み考え、毎日の授業
をつくりあげています。その悩みや考えを教

員同士で共有し、意見交換しながら課題を解決することで、よりよい授業がつくり
あげられると考え、この研究に取り組んでいます。
　教員が授業をどのようにプロデュースし、児童の思考や思いを授業中にど
う受け止めたり反応したりするかという「授業展開力」に視点をおき、授
業を見合ったり、効果的な日常の取組を見出したりしてきました。
　昨年度と今年度は全学年で共通して算数科の研究授業を
行っており、当日も算数科の授業を公開します。当日、

児童の姿、そして教員の姿から共に考え
ていただけたら幸いです。

　千川小学校では、全教職員が「全校担任」
の意識をもちながら、一人一人の子どもたちの
成長のために、日々教育活動に取り組んでいます。
　今年度は、武蔵野市教育課題研究開発校とし
て「考え　取り組み　振り返る　自ら学ぶ児童
の育成－体育科を中心とした単元計画の改善－」
を研究主題とし一丸となって校内研究に取り組
んでいます。
　この研究では、「やってみたい」「できるよう
になりたい」と興味・関心や意欲をもち、自ら課題を決め、試行錯誤しながら
もすすんで学習に取り組む子どもの育成を目指しています。
　体育科を中心としながら様々な教科で、子どもたちが自ら学習に取り
組むための手立てや、必要なスキルについて教員同士話し合い、実
践を重ねながら研究を深めています。公開授業・研究発表会は
１０月２７日（金）午後１時30分からです。ぜひ千川小学校
に足を運んでいただき、生き生きと取り組む子ど

もたちの姿をご覧いただけたらと
思います。

一生懸命はすてきなこと
　本校の６年生は、いつも何事に対しても
一生懸命に取り組みます。その頑張ってい
るすてきな姿を見て、５年生以下の子どもたち
も「いつかはあの６年生のようになる」という
目標をもって生活しています。子どもたちが一
生懸命に頑張る場面はたくさんありますが、中
でも10月に行われる「関前場所」は圧巻です。
校庭にある土俵の上で、１年生から６年生まで
の全員が１対１の取組を行います。
　１年に１度の大勝負。その日に向けて子どもたちは心と体を鍛えます。転ん
でもけがをしない転び方の練習にも余念がありません。勝ってもおごらず負
けても泣かず、潔く正々堂々と一生懸命に戦います。呼び出し、行事、
締め太鼓、審判等の係となった子どもも真剣です。そんな子どもた
ちの姿は、周りで見ている大人たちにも大きな感動を与えて
くれます。地域のお相撲の先生やたくさんの方々に支

えていただき、「関前場所」は今年度30回
を迎えます。

歯みがき指導を通して

考え　取り組み　振り返る　自ら学ぶ児童の育成

開校70周年を迎えて

　本校は平成28・29年度東京都道徳
教育推進拠点校、平成28・29年度武蔵
野市教育研究奨励校を受け、研究主題を
「相手を思いやり、自ら進んで実践する子
供の育成～道徳教育を通して～」と設定し、
「特別の教科　道徳」の先行実施を通した
実践的な研究を推進しています。
　授業改善のキーワードは「考え・議論
する」道徳です。葛藤場面が効果的に表

現されている資料を取り上げ、児童が心情理解にとどまることなく多様な見方・
考え方で道徳的な価値や自己の生き方について話し合えるように工夫してい
ます。昨年度の成果と課題をふまえ、今年度も道徳教育の在り方や
道徳の時間の指導方法を追究し、児童の道徳的判断力、心情、
実践意欲と態度を育ててまいります。研究発表会は平成３０年
１月２５日（木）です。どうぞご参会ください。

　本校は今年度、東京都教育委員会
から、「スーパーアクティブスクール」の
指定を受けました。これは都内中学生の
体力向上を図ることを目的に、体力向上
に関する先進的かつ具体的な取組を研究
開発して成果を広く他校に発信するという
もので、都内中学校では62校が指定され
ています。武蔵野陸上競技場に隣接し、
屋内温水プールをも擁する本校は、体育施設面の充実もさることながら、部活動を
はじめとするスポーツ活動の実績も確実に上がってきており、今後もさらなる向上を
目指す、まさに「アクティブ」な状態といえます。そして本校では、全校で取
り組む体育的行事の頂点として体育祭があります。今年度も生徒たちは
真夏のような日差しが照りつけるなか、体調管理に気をつけながら全
員一丸となって練習を行い、当日は四中の伝統を受け継いで
若い力を発揮させ、感動の演技を披露しました。これ

からもさらにアクティブかつクリエイティブな
活動を続けていきます。

　学校は生徒の可能性を開花させ、自立
した人間として他者とともによりよく生きる
力を養う場です。第五中学校は、現行の学
習指導要領に基づきながら、次期学習指導要
領の方向性を踏まえた指導の工夫と生徒への
きめ細やかな対応を図ります。重点として「主
体的・対話的で深い学び」、「特別の教科　
道徳」、「オリンピック・パラリンピック教育」、
「市民性の育成」について、本校ならではの教育活動の推進と個に応じた配慮や
指導、支援に取り組みます。また、本校は、これまで教職員の教育への情熱とチー
ム力により、生徒に知、徳、体の調和のとれた資質・能力を育むことを大
切にしてきました。今後も継続するとともに、「生きる力」の育成に向けて、
コミュニケーションと学び合いを要にした豊かな心や感性の醸成、
基礎的・基本的な知識・技能の習得を徹底した「確かな学力」
の定着と向上、落ち着いた学習環境の中での「健や

かな心と体」の育成に努めます。

　第一中学校は今年度、開校70周年を
迎えました。昭和22年に設立されましたが、
現在の地に校舎が建てられたのは開校して
４年後です。当時は戦争の爆撃の爪痕が残っ
ており、校庭には大きな穴が４つも空いてい
ました。生徒と教員は、毎朝シャベルを持っ
て学校に行き、毎日毎日地ならしをし、穴埋め、
ローラー引きを続けて、平らな運動場にした
そうです。その後、保護者や地域の方々の協力もあって、草木が植えられ、門が建て
られたそうです。当時の生徒会誌「むらさき」には「ガラス一枚、机一つ、学校の
中にあるかけらの一つ一つが諸先生及び先輩の汗と努力と苦心の結晶である事
を忘れてもらいたくない」と綴られています。
　開校して71年目という新たなスタート地点に立った今年度は、今まで
以上に、「一中生であることの誇り」を胸に、ここまでの一中を
築き上げられた諸先輩方や地域の方々に対する感謝の

気持ちを忘れずに、「ぼくらの一中」に新たな
歴史を築き上げていきます。

　今年度、第四小学校では、生活時程を
見直し、中休みを30分とっています。これは
遊びの時間を十分に確保することで、仲間と
の交流を深めたり、体力の向上を図ったりする
ことをねらいとしています。
　子どもたちは、休み時間になると全員校庭
へ出ます。学年を超えてのドッジボールや鬼
ごっこ、鉄棒等の固定遊具遊び、ビオトープ
での自然観察など、友達と一緒に休み時間を

過ごします。教員たちも外でいっしょに遊んでくれています。
　チャイムが鳴って教室へ戻ってくる子どもたちの表情を見ると、汗をいっぱ
いかいて、満足気です。遊びが充実し、学習にも集中して前向きに取り
組むことができるようになりました。

研究発表会を行います

休み時間は30分

授業展開力の追究

スーパーアクティブスクール よりよく生きる力を養う

武蔵野市には12の市立小学校、6の市立中学校があり、学校ごとに特色ある教育を行っています。
今回から３号にわたり、「今年度もっとも力を入れていること」をテーマに各学校の取組を紹介します。

各学校では、地域や児童・生徒の特徴を生かした教育活動を実施するほか、
今日的な課題に対して年間を通じて組織的に取り組んでいます。

特集 武蔵野市立の
小・中学校を紹介します！

武蔵野市立の
小・中学校を紹介します！

武蔵野市立の
小・中学校を紹介します！

境南小学校境南小学校

関前南小学校関前南小学校第二小学校第二小学校

第四小学校第四小学校

第一小学校第一小学校

第四中学校第四中学校 第五中学校第五中学校本宿小学校本宿小学校

千川小学校千川小学校

第一中学校第一中学校

問 教育企画課 教育企画係



子育てや学校生活で悩んでいる方へ

教育委員会の会議（３月～６月）

社会教育委員の会議（３月～６月）

Sports for All

No.133　平成29年 7月15日発行　きょういく武蔵野4

問合せ
教育企画課 教育企画係 ……………………………………………（60）1894
指導課 指導事務担当 ………………………………………………（60）1897
教育支援課 学務係 …………………………………………………（60）1900
生涯学習スポーツ課 生涯学習係 …………………………………（60）1902
生涯学習スポーツ課 スポーツ振興係 ……………………………（60）1903
武蔵野ふるさと歴史館………………………………………………（53）1811
中央図書館……………………………………………………………（51）5154
企画調整課 オリンピック・パラリンピック担当 ………………（60）1970

市の教育に関する様々な施策は、教育長と4人の教育委員による会議で決
めています。この間、定例会を4回開催し、5の議案、3の協議事項、49の
報告事項について話し合いました。

大人のための生涯学習ガイドは、教育委員会をは
じめ、市の各部署、生涯学習振興事業団などの各種
関連団体が行う461以上の生涯学習事業をまとめ
ました。事業の簡単な内容、費用、日時、場所、問
合せ先等が記載されており、気になる情報をすぐに
調べられます。生涯学習に関連する市の制度・施設
などの情報も掲載しています。
市役所、各図書館、各市政センター、各コミセン

などで配布しています。

問 教育企画課 教育企画係

問 生涯学習スポーツ課 生涯学習係

◆教育委員会定例会を傍聴しませんか？
教育委員会では毎月、定例会を開催しています。
定例会は原則公開ですので、希望される方は、市役所5階教育企画課へ

お越しください。
※議事により非公開になる場合があります。
※当日傍聴前に申請書をご記入いただきます。

◆今後の定例会の予定　※変更する場合があります。
平成29年8月2日（水）13:30～、9月8日（金）10:00～
 10月4日（水）9:30～、11月1日（水）10:00～
 12月8日（金）9:30～

社会教育委員は、主に学校教育以外の青少年及び成人に対して行われる
組織的な教育活動に関して、教育委員会へ助言することを目的に設置されて
います。
◆協議事項 など
・「生涯学習事業費補助金」「子ども文化・スポーツ・体験活動団体支援事業費
補助金」の審査をしました。

・教育委員との懇談を実施します。
・定例会を行っています。

　教育支援センターでは、専門の相談員（臨床心理士）
が、子育て、心や身体の発達、いじめ、不登校などの相
談をお受けします。

所在地　吉祥寺北町 4-11-37　大野田小学校　地下１階
受　付　月～金曜日（祝日を除く） 午前9 時から午後5時

教育相談 ☎0422‒60‒1899

平成30年度から市立小学校で使用する「特別の教科　道徳」の教科書を、
8月末までに教育委員会で採択します。採択にあたっては、市立小学校教
員による教科別調査委員会での調査研究や、学識経験者・保護者代表等に
よる採択協議会での協議報告を受けるとともに、学校や市民から寄せられ
た意見を参考にします。

1967（昭和42）年5月、2年間の試行を経て、市内公立小学校3年生を
対象に読書の動機づけ指導が始まりました。学校での集団生活にも慣れ、
自主性も高まり、長い読み物にも根気強く取り組むことができる3年生に、
本を好きになってほしいとの思いから事業を続けてきました。そして、指
導者と図書館職員が学校に出かけ、子どもたちに本を紹介するこの事業も
今年で50年を迎えます。記念事業として記念誌を発行し、また秋には子
ども向けの楽しい催しも予定しています。

子どもたちに人権尊重の精神と自由に意
見を表明する権利を理解してもらうため、
多摩東人権擁護委員協議会管内13市の小
学生代表による人権メッセージ発表会を、
9月9日（土）に武蔵野公会堂で開催します。
武蔵野市は、第一小、境南小、本宿小、桜野小の児童が代表して発表する
ほか、アトラクションとして境南小児童による合唱もあります。

高等学校等に在学する生徒等のいる世帯に対し、授業料以外の教育に
係る経済的負担の軽減を図るため、市では独自の修学給付金制度を創設し
ました（所得制限があります）。対象となる世帯に対し、50,000円（年額）
を給付します。
　受付期限：9月15日（金）午後5時必着／市役所南棟5階教育支援課窓
口又は郵送／申込用紙の取得方法：市役所1階案内・南棟5階教育支援課・
各市政センター・各図書館及び武蔵野プレイス・武蔵野市ホームページか
らもダウンロード可／申請に添付が必要な書類：①保護者全員の平成29
年度市民税・都民税課税証明書②高等学校等の在学証明書

問 指導課 指導事務担当

問 市民部 市民活動推進課

問 中央図書館

問 教育支援課 学務係

平成30年度から使用する市立小学校の
「特別の教科　道徳」の教科書を採択します

読書指導50周年

第24回子どもたちからの人権メッセージ発表会

高校生のいる世帯を対象に
新たな修学給付金制度を創設しました

大人のための生涯学習ガイドを発行しました

問 生涯学習スポーツ課 生涯学習係

問 企画調整課 オリンピック・パラリンピック担当
問 生涯学習スポーツ課 スポーツ振興係

市民税所得割額の合計
120,000円未満の世帯
（4人家族の場合年収250万～ 500万程度）

武蔵野市修学給付金の申請が可能

非課税世帯
生活保護受給世帯

東京都の実施する奨学給付金制度が利用可能
（在学する高校等を通しての手続きとなります）
武蔵野市修学給付金の申請はできません。

5月21日（日）に、武蔵野陸上競技場で「Sports for 
All ラグビー」を開催しました。昨年のリオデジャネイ
ロパラリンピックで銅メダルを獲得したウィルチェアー
ラグビー日本代表選手による体験会をはじめとするラグ
ビーの各種体験プログラム、豪華ゲスト（廣瀬俊朗氏、
小野澤宏時氏、池崎大輔氏、田村一博氏）によるトーク
ショー、創立50周年を迎えた武蔵野ラグビースクール
の記念試合、地元横河武蔵野アトラスターズのテストマ
ッチをゲストの実況解説付きで観戦しました。
約600名の方にご来場いただき、1日を通してラグ
ビーの魅力をたっぷりと味わってもらいました。

9月18日（月・祝）　武蔵野プール（屋外）

10月9日（月・祝）　武蔵野温水プール

★ ★ 開 催 報 告 ★ ★

Sports for All カヌーを開催します

Sports for All 水球を開催します

★ ★ 今 後 の 予 定 ★ ★

Sports for All ラグビー

　誰もがスポーツに参加できる環境づくりを目指して、武蔵野市は東京2020オ
リンピック・パラリンピック競技大会等に向けたイベント名を「Sports for All」
としました。この言葉は、オリンピック憲章においても奨励されているものです。

昨年度の様子

昨年度の様子


